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１．現行のスーパーコンピュータシステム及び研究成果について

○現行スーパーコンピュータシステム構築の背景

・スーパーコンピュータシステム略歴及び用途

○システム概要

・スーパーコンピュータシステム構成

・主な使用ソフトウェア

・主なプロジェクト及びユーザ数

・スーパーコンピュータ利用状況及び推移（H14～H16）

○現行スーパーコンピュータシステムを使用した研究成果について

・耐震分野、地震分野、火山分野、気象分野、リモートセンシング分野

２．将来の研究目標について

３．将来（２０１０年前後）のスーパーコンピュータシステムについて

４．外部の共同利用スーパーコンピュータセンターの活用について
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主な主な使用ソフトウェア使用ソフトウェア

シミュレーションソフトウェア

耐震分野： 構造物倒壊解析シミュレーション :独自開発
地震分野： GMS (Ground Motion Simulator): 独自開発
気象分野:気象庁提供大気モデル（GMS8911）とGFDL提供海洋モ
デル（MOM2）
火山分野: 溶岩流シミュレーション (LAVA Flow モデル) : 独自開発
リモートセンシング分野：衛星SARデータ解析ソフト（VEXCEL
３D SAR)

分野によってベクトル・スカラ型の使用用途が異なる傾向

ベクトル型: 主に気象分野
スカラ型: 主に固体地球（地震・火山）分野
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○現行スーパーコンピュータシステムを使用した研究成果

耐震分野

地震分野

火山分野

気象分野

リモートセンシング分野
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数百TFlops
100TB程度

地震災害対応の

初動判断、即時

予測資料、各種

システム緊急停

止

3次元速度構造を
用いた高精度な

震源解明

過去の地震の震

源再決定による

震源分布の精度

化

精確な震源分布を

求めるための3次元
モデルの構築

トモグラフィー地震

数百TFLOPS
100TB程度

地表における溶

岩流伝播に伴う

住民避難路の確

保

迅速な溶岩流の

災害範囲(危険域)
推定

溶岩流防災(到達
範囲・時間予測・

危険域選定)

温度を考慮した溶融

凝固連成解析コード

溶岩流シミュレー

ション

火山

数百TFlops
100TB程度

実大3次元実験
破壊施設に積載

できないスケー

ルの大規模構造

物の損傷・破壊

の評価

実大3次元構造物
の損傷・破壊過程

の解明

より精確なシミュ

レーションパラメ

ータの算出

実大3次元震動破壊
実験の加震時、計

測結果を元に材料、

構造、耐久性を考慮

したシミュレーション

コード

数値震動台耐震

数百TFlops
100TB程度

地震災害の軽減詳細な地下構造

を考慮に入れた地

震波伝播による高

精度地震ハザード

評価

地震動予測地図

の作成・高精度な

強震動評価

地下構造・断層モデ

ルを考慮し、３次元

差分法(FDM)による
地震波伝播のシミュ

レーションコード

GMS (Ground 
Motion 
Simulator)

地震

必要な必要な

実行性能実行性能
波及効果波及効果

期待されるブレー期待されるブレー

クスルークスルー
目的目的概要概要アプリケーションアプリケーション研究分野研究分野

震災時における

人的・社会経済

的損害の軽減へ

の貢献

数百TFlops
100TB程度

想定される最大規

模の地震動による

地盤を考慮した構

造物の破壊現象

の予測

不整形地盤及び

構造物の大規模

一体解析

地盤を考慮した構造

物の破壊解析コード

構造物破壊シミ

ュレーション

耐震

2. 将来の研究目標について
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数百TFLOPS
100TB程度

台風災害に伴う経

済的なリスクの軽

減に貢献

台風の長期予測が

可能となる

領域モデルへの入

力データを算出す

るため

温暖化を含む気候変

動に伴う台風発生数

などの変動機構を解

明し，将来予測を行う

全球気候モデル気象

数百TFLOPS
100TB程度

自治体レベルでの

今後の風水害対

策やリスク評価に

貢献

温暖化時の台風に

伴う豪雨発生頻度

が地域レベルで見

積もることが可能と

なる

波浪・流出モデル

への入力データを

算出するため

全球モデルの結果を

基に，台風に伴う降雨

・風速を高分解能で算

出する

領域大気モデル気象

数百TFLOPS
100TB程度

自治体レベルでの

今後の風水害対

策やリスク評価に

貢献

温暖化時の台風災

害発生頻度の変化

が定量的に見積も

ることが可能となる

温暖化等の気候変

動に伴う台風災害

発生頻度の変化を

定量的に見積もる

領域モデルの結果等

を基に，台風に伴う波

浪や洪水流出量を推

定し，災害発生頻度

の長期変動予測を行

う

波浪モデル

流出モデル

気象

数百TFLOPS
100TB程度

緊急災害対応の

初動判断

人的・社会経済的

損害の軽減への

貢献

災害範囲推定後の

迅速な詳細解析へ

の連携

リアルタイム災害監

視情報の提供

定常的に全国の画像

取得要求を発行し、

Vexcel 3DSARを使
用し災害範囲・箇所推

定までを自動化

Disamonリモートセンシン

グ

数百TFLOPS
100TB程度

火山活動における

火砕流に伴う住民

避難路の確保

定量的なリアルタイ

ムの火砕流の災害

範囲(危険域)推定

火砕流防災(到達
範囲・時間予測・危

険域選定)

固気混相圧縮性流体

解析コード

火砕流シミュレー

ション

火山

数百TFLOPS
100TB程度

地表到達点の予

測による避難誘導

等

不均質構造を考慮
した3次元的な破砕
の解明

噴火予測(場所・規
模・時間)

地殻内における高温

高圧マグマによる破

砕コード

マグマ貫入シミュ

レーション

火山

数百TFLOPS
100TB程度

噴火予測技術向

上

噴火時における衝

撃波発生と圧力伝

播機構の解明

噴火機構の解明気液二相系の非定常

流解析コード

噴火機構シミュレ

ーション

火山

必要な必要な

実行性能実行性能
波及効果波及効果

期待されるブレー期待されるブレー

クスルークスルー
目的目的概要概要アプリケーションアプリケーション研究分野研究分野
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3. 将来のスーパーコンピュータシステムについて

防災科研のスーパーコンピュータ利用の特徴
基礎研究・・・・・・プログラム開発、汎用機、仮想実験
防災業務・・・・・・専用機、自動化（データ入手、解析、公表）、データベース整備

より高度化した数値シミュレーションを目的とする
耐震分野・・・・・・・・・・・・・・・・・・数値震動台

地震分野・・・・・・・・・・・・・・・・・・地震動予測値図

火山分野・・・・・・・・・・・・・・・・・・火山シミュレータ

気象分野・・・・・・・・・・・・・・・・・・台風災害シミュレータ

リモートセンシング・・・・・・・・・リアルタイム災害監視

スーパーコンピューティングにサポート要員は不可欠
簡単な訓練、教育でサポート要員がオペレーション可能なシステム作り
に重点を
アプリケーションユーザにオペレータを専任させ、ペアで操作し、成果を
出していく体制作り
教育センター、交流センターの設立

超高速ネットワークとの接続が不可欠
つくばWAN、JGN-Ⅱ、APAN、Super-Sinet等の超高速ネットワークを介して
の利用
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4. 外部の共同利用スーパーコンピュータセンターの活用について

地球シミュレータプロジェクトの共同研究者として、地球シミュレータを使用

大気、海洋分野

広域水循環予測システムの高度化

固体地球分野

3次元不均質場での波動伝播と強震動シミュレーション

ネットワークによる利用を希望

計算センターまでの移動時間

計算待ち時間

ジョブ投入後、1日待ちでスタート無しの経験あり
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